惑星地球科学２　(後半部)

　　まず謝罪から。シケプリ遅くなってしまってすみません。加えて駄プリですみません。過去プリもアップされてると思うので、惑地後半部についてはそちらを強くおすすめします。ただし今学期は授業数の影響で「第９講　日本列島」「第10講　Ｋ－Ｔ境界事件」「第11講　Ｐ－Ｔ境界事件」はなく、代わって「地球温暖化の真実」となっているので過去プリご利用の際はご注意ください。　（中島）
第６回　　　化石　(fossil)
[１]　化石とは
　　　…地層や岩石中に天然に保存された、過去に存在した生命の痕跡の総称
　　　　　①　したがって、
a)　全身でなく、一部だけが残っていても化石
　　　　　　　b)  足跡なども含まれる
　　　　　　　c)  猫せんべい(-“-)、人間の死体は化石ではない
　　　　　②　化石の具体例
　　　　　　　a)  T.rex(Mesozoic king)
　　　　　　　　　・中生代。完全な形ではなく、バラバラの状態で発見される
　　　　　　　b)  三葉虫(trilobite)
                  ・古生代。節足動物。ゴキブリの先祖
　　　　　　　c)  マンモス
　　　　　　　　　・ロシアの永久凍土層から、皮膚、内臓、消化物などそのままに出土
　　　　　　　d)  琥珀と蜂の化石
　　　　　　　　　・樹液が固まり、中の蜂が空気から遮断される。
　　　　　　　e)  ５億8000万年前の卵の化石　＠中国
　　　　　　　　　・多細胞生物の存在の証拠
　　　　　　　　　・卵は柔らかく残りにくいが、化学変化で鉱物質に変化して残った
[２]　生命とは
　　(１)　生命一般は
　　　　　①　膜で隔てられた内空間
　　　　　②　自己代謝(物質、エネルギー)
　　　　　③　自己複製
　　　　☆④　進化
　　(２)　特に地球生命は
　　　　　①　特徴
　　　　　　　a)  タンパク質(L型アミノ酸)
　　　　　　　b)  世代交代にDNAが関与
　　　　　　　　　・DNAは全生物に共通点がある→すべての生物の起源は１つ
　　　　　　　c)  水の存在が前提
　　　　　　　　　・代謝に必要
　　　　　②　地球上の生命の種類の総数は不明
　　　　　　　・ウィルスなど、小さい種類ほど、判別できていない
　　　　　③　生物の分類
　　　　　　　  リンネ式二名法
　　　　　　　　  ・すべての種類を｢属名＋種名｣で表す
　　　　　　　　　　　例　ホモ属サピエンス種
　　　　　　　　　・交配して種を残せるかどうかで種を分類
　　　　　　　　　　→化石の場合これは不可能なので、形態で分類
  ダーウィンは化石の形態の変化から現代の生物についても着想
　　　　　　　　　　　・早川書房『ダーウィン以来・進化論への招待』
　　
[３]　化石のカテゴリー
　　(１)　体化石
　　　　　①　大型化石…肉眼で見てわかるもの
　　　　　②　微化石…顕微鏡など、道具を必要とするもの
　　(２)　生痕化石…生物そのものではなく、存在の痕跡を示すもの　例)足跡
　　(３)　化学化石…生物の体を構成した有機物が分子として残ったもの。バイオマーカー
　　　これらの分類により、過去の生物の情報を得る
[４]　化石が持つ情報
　　(１)　情報の種類
　　　　　①　年代　　←化石の種類によって違う。変化のパターンから識別
　　　　　②　古環境　←気候、緯度などの違い
　　　　　③　古地理　←地域により、生息する生物のグループがある
　　　　☆④　進化史　←時代による生物区分
　　(２)　化石の情報から得られたこと、また逆に個々の化石の識別に用いられるもの
　　　　　①　地層記録
　　　　　　　a)  化石も地層と同じく、古いものが下、新しいものが上にくる
　　　　　　　b)  年代により、形態が大きく異なっていることがわかる
　　　　　　☆c)　地質年代表
　　　　　　　　　・地層の重なりや化石をもとにした年代表(地質学的なタイムスケール)
　　　　　　　　　・生物等に大きな変動があった場合に時代区分される
　　　　　　　　　・生物は安定と絶滅により、入れ替わりを繰り返している
　　　　②　遠隔地相互の対比
　　　　　　a)  地球上の他の地域でも、同時期に生物の入れ替わりが起きている
　　　　　☆b)　古生物地理区
　　　　　　　　・A.ウェゲナーは、アフリカと南米における地質構造、古生物、古環境などの共通性から、両大陸はもともと１つだったものが分裂したものだと主張した(パンゲア大陸、大陸移動説)
　　　
　　　　③　地質時代区分…時代ごとに様々な生物が主役となった
　　　　　　a)　顕生代…博物館に展示されるような化石は大抵この時代のもの
　　　　　　　　・新生代
　　　　　　　　・中生代
　　　　　　　　・古生代
　　　　　　b)  先カンブリア時代
　　　　　　　　・原生代(25～5.5億年前)
　　　　　　　　・太古代(40～25億年前)
　　　　　　　　・冥王代(～40億年前)
　　　　　　　　　※40億年前が痕跡から推測しうる最古のものであり、冥王代の約6億年間は何も証拠がない暗黒時代。
　　　　　　　　　　　これ以上細かい年代は覚える必要なさそうです。
　　(３)　生命史
　　　　　a)  進化とは環境に適応すべく変化せざるを得なかった結果
　　　　　b)  生命史の嘘
・人類が進化の最終形態ではなく、進化は依然続いていく
　　　　　　　・進化は直線的にプログラムされたものではなく、運よく起こってきた
      　 c)　地球上で繁殖可能な場所が多様化し(海→陸、空)、生物種も多様化した
第７回　　活動的大陸縁　(cf.受動的大陸縁)
　　[１]　大陸縁には2種類
　　　　　(１)　受動的大陸縁　(大西洋型大陸縁)
　　　　　(２)　活動的大陸縁　(太平洋型大陸縁)
　　[２]　活動的大陸縁
　　　　　(１)　プレート収束境界にある
　　　　　(２)　主な構成要素
　　　　　　　　①　海溝…6,000ｍ以上の深さをもつ。それより浅いものをトラフと呼ぶ。
　　　　　　　　　　　　　海洋プレートが大陸プレートの下に沈み込んで形成される
　　　　　　　　　　　　　　例）日本海溝
　　　　　　　　②　付加体…海洋プレートが大陸プレートの下に沈み込むときに、大陸プレートの上に溜まっていた堆積物がはぎとられ、陸側にくっついたままとなったもの。
　　　　※付加体のできるプロセス(雪かきモデル)をもう少し詳しく
　　　　  海洋プレートに溜まっていた堆積物は、海洋プレートが大陸プレートの下に沈み込むとき、大陸プレートの先端がストッパーとなって一緒に沈み込まず大陸プレート側にどんどんくっついて(付加)太っていく。よって付加体は海溝を埋めていく役割を持つ。さらに付加体は大陸を海洋側に成長させる役割も持つ。日本列島も付加体でできた。
　　　　　
　　　　※海溝の内側に十分な付加体ができるための条件
　　　　　①　堆積物の多さ
　　　　　②　海洋プレートが平らであるか
　　　　　　　　←海山など突起物があると、プレート移動で海溝にそれが来たときに付加体を削ってしまう
　　　
ここまでがメインテーマで、以下は授業中に一応扱ったもののメモみたいなものです。ごちゃごちゃしてるし不要な気もしますが一応。
太平洋型大陸縁
　　　　　　→太平洋のそこが大陸の下に沈み込む構造
　　　　　　　例外)・カリブ海(バルバドス)…大西洋側だが海溝がある
　　　　　　　　　 ・フォークランド(イギリス)
　　　　　　
　・日本周辺のプレート…4枚のプレート(東西のユーラシアプレート、太平洋プレート、フィリピン海プレート)が関東地方に集中→東北日本～北海道は北米プレート上
　　
　　・海底の地形…船上からの音波探査(強力な音波と屈折を利用すると構成物質も見える)
　　　　→明瞭な線＝プレート境界にパラレル…海溝(トラフ)においては明瞭な堆積だが、その周りでは、曲がったり切れたりする(大陸プレート側)
　　　　⇒海洋プレート上に水平にたまったものが大陸プレートに押し付けられて(圧縮)されて曲がってしまう
　　　　cf) バルバドスの場合→カリブ海の大陸が大西洋に乗り上げている
　　　　　　　相対的には大西洋が下に沈み込んでいる動き
　　　　　　→水平方向の距離は圧縮、垂直方向に厚くなる(duplex構造＝雪かきモデル)
　　・付加…accretion→変形構造を生み出すプロセス
　　　　→付加体…accretion complex(prism)←断面が三角形となっている
　　　　　　→海溝にたまっていた堆積物が圧縮に耐えられず切られてつけ加わっていく
　　⇒このプロセスであるために新しいものが古い物の下に押し込められていく
　　　　　(大陸フロンティア＝大陸が成長していくところ)
・国際深海探削計画(OPP)  →世界中で2000ヶ所(ボウリング)
　　　　　→50～100mの鉄の棒を大量に積んで４～５㎞下に届かせる
　　　　　　　・大学の研究室→引き揚げた石を腐る前に調べる(半分は永久保存、半分は科学分析)
　　　・アメリカが30数年前にやったあとに日本が引き受ける
　　　・室戸岬の沖を実際に掘ってみる⇒断層を境界に積み重なっている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→ここの部分に塩素、メタン等が濃集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(その他のところには)比較的規則的
　　　・深海調査船　　ex)Nautile(仏)   Alivine(米)　　しんかい６５００(日)
　　　　　海の底は真っ黒
　　　・深海生物の存在…光が届かないので色素が必要なく真白
　　　　　二枚貝の群集(シロウリガイ)
　　　　　　体内にメタン細菌を宿す
　　　　　　光合成とは関係のない化学的なエネルギー生産
・プレートが沈み込む所…付加体←構造が音波、ボウリングで判明
　　　・太平洋型大陸縁…大陸から斜面を通って堆積した物質が下の海洋プレートの動きによって形が変わる
　　　　⇒付加体は堆積物が多い方ができやすい(西南日本は高い山が隆起→削られる部分が多い)
　　　また、すでにできているものが新たな堆積によって削られるものもある(東太平洋)
　　　アジア大陸の東端が日本に向かって突き出ているという状況
　　　　→何万年も続くと火山等で下から新しい物が出てきて古いものを押し上げる
　　　　⇒日本列島ももともとは大陸の削りかす
第８回　　チャート
　[１]　チャート　　例）竜安寺の石庭、金魚鉢の玉砂利
　　　　(１)　チャートの特徴
①　細粒緻密
　　　　　　　②　硬い(たたくと火花)　　←９５％　SiO2(ガラスのよう)
　　　　　　　③　ガラス光沢　　　　　　※SiO2が100％なのがガラス
 　　
(２)  層状チャート
　　　　　　　①　チャートは堆積岩の1種
　　　　　　②　きれいな縞模様
　　　　　　　　…珪質部と泥質部が交互に堆積
　　　　　　　　　・珪質部＝SiO2が多量に含まれた硬質な地層
　　　　　　　　　・泥質部＝SiO2が75％程しかないなめらかな地層
③　日本全国にたくさんある(世界中にはない)
　　　　　　　　…日本列島はほとんど過去の付加体でできているから
　[２]　チャートのでき方
　　　(１)　そもそもチャートの成分とは…
　　　　　　・HF(フッ化水素)をかけてエッチングし、顕微鏡で観察すると、
・SiO2の塊＝放散虫の殻が密集して固まったもの
　　　　　　　　※放散虫＝プランクトンの1種。殻の形が年代によって異なるので、年代決定手段ともなる。
　　　　　　
　　　(２)　チャートはどこでできるのか？
　　　　　　⇒遠洋深海でできる　(⇒　チャート＝遠洋深海堆積物)
　　　　　　　理由・チャートは堆積スピードが極度に遅い
　　　　　　　　　・大陸の淵などでは陸からの堆積物が多くなってしまう
　　　　　※遠洋深海堆積物の特徴
　　　　　　①　陸源粗粒砕屑物質の欠如(極細粒)
　　　　　　②　プランクトン遺骸(珪質/石灰質)卓越
　　　　　　③　低い堆積速度
　　
　　　(３)　なぜ珪質部と泥質部が交互なのか？　(プランクトン含有量が異なる)
　　　　　　①　まず、珪質部と泥質部では堆積速度が異なる
　　　　　　　　　　それぞれの部分に含まれる宇宙塵(＝コスミックダスト、一定の速度で宇宙から降ってくるもの)の含有量が異なることからわかる
　　　　　　　→それぞれの堆積年数は　珪：泥＝１：１０　であり、合計2万3千年程
　　　　　　　
　　　　　　　　　⇒したがって、2万3千年に1回くらいの周期でプランクトンが大発生(大量死)している。これによって2つの層ができる。
　　　　　　　　　②　なぜ上の周期でプランクトンが大発生するのか？
　　　　　　　　　　　⇒ミランコビッチ周期による
　　　　　　　　　　　　・南極、北極に当たる日光量が周期的に変化
　　　　　　　　　　　　　→冷たい水が深海に大量に沈む
　　　　　　　　　　　　　→それが上がってくるときに深海の豊富な栄養ももってくる
　　　　　　　　　　　　　→プランクトンの大量発生
· ミランコビッチ周期
a)地球の公転軌道の離心率    b)自転軸の傾き     c)歳差運動 
により、日射量が変動する周期を言う。今回のプランクトンの大量発生とチャートのでき方に関してはc の周期にほぼ一致する。
　　　(４)　チャートの終わり
　　　　　　　　→プレートの活動により、堆積している地層が陸や海溝に接近すると、土砂などが集積していくためチャート層は泥岩質に近づく
　　　　　　
            ⇒　海洋プレート層序
　　　　　　　　　・海溝でたまる砂や泥
　・次に遠洋深海チャート層
　　　　　　　　　・一番下に中央海嶺の枕状玄武岩
　　　　　　　　　　　　　　　　　※堆積する順序は下から順に
このような地層の堆積が付加体の形成につながる
また、層序によって海溝での付加体の形成時期や、海溝にプレートが沈み込んだ時期、沈み込んだプレートの年齢もわかる
第９回　　地球温暖化の真相
　　〈内容〉地球温暖化の原因は二酸化炭素の増加ではなく、宇宙線によるものかも。
　　　　　　また、温暖化よりも寒冷化こそ恐れるべき。
[１]　　一般に言われる温暖化について　(IPCCやアル・ゴアなどの立場)
　　(１)　温暖化によるマイナス面
　　　　　①　海面上昇・水没
　　　　　②　砂漠化
　　　　　③　異常気象
　　　　　④　農作被害
　　　　　⑤　生物多様性の減少
　　(２)　「CO2による温暖化」の根拠
　　　　　　　←IPCC（気候変動に関する政府間パネル）の主張
　　　　　①　温度自体が高い
　　　　　②　急激な温度上昇
　　　　　③　人為起源のCO2が説明に不可欠
　　　　　
　　(３)　「CO2による温暖化」のおかしなところ
　　　　　①　〈CO2：多　⇒　温度：高〉としているところ
　　　　　　　　　実際は、〈温度：高　⇒　CO2：多〉となるはず。(常温で放置したコーラのイメージ)
　　　　②　雲の量を、大きな変化はなく一定なものとして計算しているところ
[２]　Cosmoclimatology …まったく異なる視点・論点からの温暖化の説明
　　(１)　宇宙線が地球に来ることを原因とする
　　　　　①　宇宙線とは超新星爆発などによって生じた放射線のことで、地球上にも絶えず降り注いでいる。しかし、太陽と地球が作り出す磁場がバリアの役割を果たし、直接地上に降り注ぐのを防いでいる。
　　　　　②　宇宙線は大気にぶつかり大気の分子がイオン化する。そしてそれらを中心(核)として雲ができる。そして雲が多ければ地上に届く日光の量が減るので当然寒くなる。
　　(２)　この説の根拠
　　　　　①　宇宙線の量のグラフと大気中の低い部分の雲の量のグラフに相関関係がみられたこと
　　　　　　　　　※ちなみに、雲のでき方についてはまだ完全には明らかにされてはおらず、IPCCは雲の量については一定として考えている。
　　　　　②　この説だとIPCCなどとは違い産業革命以前の気温の変化についても説明できる
[３]　寒冷化
　　　(１)　地球は氷河期と間氷期を繰り返す
　　　　　　・次は氷河期(より正確には小氷河期)が来るだろう
　　　(２)　 寒冷化によって起きること
　　　　　　①　凶作・食糧不足
　　　　　　②　民族の移動
　　　　　　③　戦争・疫病大流行
　　　　　　④　人口減少・安定平衡
　　　　　※温暖化よりも寒冷化の方がずっと恐ろしい
　　　　　　気候の変動が政治的にも大きく影響を与える。中でもアジアは｢世界の火薬庫｣と呼ばれ、その影響は特に大きいものになるだろう。
　　　(３)　文明の画期と環境変動
　　　　　　　…歴史から次の変化(寒冷化)を予測してみる
　　　　　①　宇宙線はどのくらい地球に降り注ぐのか？宇宙線の量を決める2つの要因(超新星爆発と太陽・地球の磁場)から考える
・超新星爆発について(これが多いほど、宇宙線も多い)
　　　　　　a)  太陽系と腕のリズム
地球が所属している銀河系のかたちは渦上であり、またその中心かららせん状にいくつもの腕が伸びている。この腕の位置には多くの恒星が存在しているので、そこでは自然と超新星爆発の数も多くなる。そのため、この腕を出たり入ったりするリズムがあるのではないかと考えられる。
　　　　　　b)　銀河の接近・衝突のリズム
　　　　　　　　上のaよりも長期のリズムとして考えられるのが、銀河同士の接近である。そしてその中で衝突した場合、超新星爆発も多くなる。(23億年前と7億年前、赤道まで凍るほどの氷河期もあった)
　　　　　・太陽・地球の磁場(これが弱いほど、宇宙線は多い)
　　　　　　この磁場は太陽の活動が活発な時ほど強くなる。
太陽の活動、磁場の強さをどう調べるかといえば、望遠鏡発達以降は太陽黒点の数(多いほど太陽が活発)、それよりも前はオーロラの記録(多いほど磁場が弱い)を用いる。そしてこれらの観察・推定の結果から、太陽の活動には周期性があることがわかる。
この太陽の活動周期と過去の気温変化を比較すると、ぴったり一致する。
[４]　2020年問題
　　　…2020年に地球の食料事態がパニックになるとするもの。人口、食料生産、汚染の度合い、資源などを考慮して計算された。1970年、ローマクラブで提唱されたが、現在その予測通りに世界は進んでいる。また、もし今後寒冷化が起きた場合、この予測はさらに早まるものと思われる。(現に、2007～2008年に気温はそれまでと比較して大きく下がっていたし、太陽黒点の数も少ないことを考えると、寒冷化は去年から始まっているのかもしれないらしい)
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